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概要

児童生徒が「情報活用能力※」をどの程度身に付けているか測定することを目的とした調査
※具体的には、学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報を得たり、情報を整理・比較したり、得
られた情報を分かりやすく発信・伝達したり、必要に応じて保存・共有したりといったことができる力
（情報手段の基本的な操作の習得・プログラミング的思考・情報モラル・情報セキュリティ・統計等に関する資質・能力等も含む）

目 的

調査方法

• 全校種共通に出題した問題（138問）と発達段階に合わせて中・高等学校のみに出題した問題（38問）
• 全員に同一の問題を出題するのではなく、児童生徒ごとに異なる問題セットを出題
• 今後の調査でも使用することから、調査問題は基本的に非公表※

※ 調査に関係する有識者の意見を参考とし、特徴的な調査問題を例として本資料３～５ページ目に掲載
※ 公表された問題の補填及び情報化の進展等を踏まえ、今後の調査に向けて新規問題を作成予定

実施時期：令和４年１月～２月
調査形態：児童生徒を対象として、キーボードによる文字入力課題、問題調査、児童生徒質問調査を実施

学校を対象として、学校質問調査を実施
※ いずれの調査もCBT（ Computer Based Testing ）で実施

調査時間：文字入力課題３分、調査問題30分×２、児童生徒質問15分（ガイダンスの時間を含め、２単位時間で実施）

対象学年（人数）：小学校第５学年（4,486人）、中学校第２学年（4,846人）、高等学校第２学年（4,887人）
計14,219人 ※ 実施時期が年度末であることから卒業時期などを考慮

対象学校（学級）：小学校 161校、中学校 162校、高等学校 156校 計479校（各校１学級で実施）
※ 国公私別、学校規模、学科等に基づき、学校を抽出し、それぞれの学校の対象学年から１学級を無作為に抽出

調査問題

• IRT（Item Response Theory、項目反応理論）で分析
※ IRTとは、受検者の能力を測る統計的手法の一つで、異なる問題セットに解答した児童生徒の能力を同一尺度で得点化することができる。また、今後の調査で

も結果を同じ尺度で比較可能である。
※ 今後の調査の公平性を担保するために、分析結果等については実施校に返却しない。
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レベル 各レベルの児童生徒の割合 調査の結果を基に想定できる各レベルの児童生徒が身に付けている情報活用能力の例

レベル9
（669点以上～）

高 9.7% ① アプリケーション、システム、デジタルの特徴を理解している
② 他人の主張に関する根拠を見つけることができる / 複数の条件に応じて、複数の情報を検索し、選択できる
③ 反復処理を含むプログラムの実行結果を想定しながら修正できる
④ 不適切な情報を受信せずに、個人情報や著作権を保護しながら発信できる

中 1.9%
小 0.1%

レベル8
（622点～669点）

高 14.5% ① 全角・半角・英字・数字・記号などを使い分けて入力できる
② 複数の条件に応じて、複数の情報を選択できる / 目的に応じて、グラフを選択し、修正できる
③ 複数の条件分岐を含むプログラムを理解している / 目的に応じて、フローチャートを考えることができる
④ 不適切な情報発信を指摘できる

中 5.9%
小 0.4%

レベル7
（572点～622点）

高 20.4% ① ホームページ等を管理するためのアカウント権限を設定できる / ファイルサイズの削減などができる
② 信頼できる根拠を選択できる / データの矛盾点を指摘できる
③ 目的に応じて、反復処理のプログラミングができる
④ コンピュータウイルスの感染対策ができる / 公開してはいけない記事の判断ができる

中 13.1%
小 1.8%

レベル6
（524点～572点）

高 21.9% ① 目的に応じて、アプリケーションを選択し、操作ができる
② 目的に応じて、情報を整理することができる / 複数の事象を示した図を読み解くことができる
③ 分岐処理のプログラムの実行結果を考えることができる / プログラムの不具合から修正すべき箇所を見つけることができる
④ デジタル情報の発信に関わる肖像権、著作権等の権利やそれらを守る方法を理解している

中 21.9%
小 6.4%

レベル5
（480点～524点）

高 17.4% ① 指定されたフォルダへファイルに名前を付けて保存できる / クラウド上の編集権限を設定できる
② 目的に応じて、情報を図、表、グラフに示すことができる
③ 分岐処理のプログラムをフローチャートに表すことができる
④ コンピュータウイルス感染の原因について理解している

中 24.9%
小 15.6%

レベル4
（417点～480点）

高 9.3% ① 指示に従って、アプリケーションを選択し、操作ができる
② 複数のページに書かれている情報を要約できる
③ 簡単な分岐処理のプログラミングができる
④ 自分の情報を守ったり、健康に留意したりしながら情報端末を使うことができる

中 17.8%
小 25.8%

レベル3
（381点～417点）

高 4.1% ① 指定されたフォルダを選択できる / ファイルの共有範囲を設定できる
② 複数の条件に応じて、情報を選択し、見いだした特徴を基に分類できる
③ 条件に応じてフローチャートを修正したり、情報処理の手順を図で表したりすることができる
④ SNSの特性や著作権違反となる行動を理解している

中 9.2%
小 23.6%

レベル2
（329点～381点）

高 1.8% ① 指定された手順通りに画像の挿入ができる
② 複数の条件に応じて、情報を選択し、比較して特徴を見つけることができる
③ 簡単な反復処理のプログラミングができる
④ 情報には権利があることを理解している

中 3.9%
小 15.9%

レベル1
（～329点未満）

高 0.9% ① ドラッグ＆ドロップなどのコンピュータの簡単な操作ができる
② 簡単なグラフや表から情報の読み取りができる / 指示された情報の比較ができる
③ 簡単な順次処理のプログラミングができる
④ IDとパスワードの重要性を理解している

中 1.3%
小 10.4%

問題調査から見た児童生徒のレベル別割合
1.問題調査の結果から児童生徒の情報活用能力を得点化し、9つのレベルに分類した。
2. 小学校＜中学校＜高等学校と校種が上がるにつれて得点が高くなる傾向が見られた。
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※2※1

※１：調査を行った全児童生徒の平均点は500点に換算している。また、得点の上限や下限は存在しない。
※２：小中高それぞれの校種について、割合の合計を100%として計算している。ただし、四捨五入の関係で、中学校の割合は合計しても100％とならない。
※３：児童生徒の到達しているレベルより下のレベルの特徴は身に付けていると考えられる。

① 基本的な操作等
② 問題解決・探究における情報活用
③ プログラミング
④ 情報モラル・セキュリティ

※3



調査問題例１ 3

「ウェブページ」のリンク先の例

校種 正答率

全体 52.8%

小学生 31.5%

中学生 58.4%

高校生 73.0%

＜参考：正答率※＞＜基本情報＞
項目 内容
問題名 環境問題

問題の概要 環境問題に関するウェブページに書かれている内容を、正確に
読み取ることができるかを問う。

情報活用能力の要素 必要な情報を収集・整理・分析・表現する力
解答形式 選択式
正答 １ と選択しているもの

※ 児童生徒ごとに異なる問題
セットを出題しているため、
全児童生徒の正答率ではない。



調査問題例２ 4

校種 正答率

全体 56.5%

小学生 41.3%

中学生 61.5%

高校生 69.2%

＜参考：正答率※＞＜基本情報＞
項目 内容
問題名 明るさセンサー

問題の概要 明るさセンサーについて、プログラムのフローチャートを完成
させることができるかを問う。

情報活用能力の要素 記号と組み合わせ方の理解
解答形式 ドラッグ操作（CBT特有の解答形式）

正答 A：ライトが光る
B：ライトが消える

※ 児童生徒ごとに異なる問題
セットを出題しているため、
全児童生徒の正答率ではない。



調査問題例３ 5

校種 正答率

全体 69.8%

小学生 51.5%

中学生 76.1%

高校生 83.5%

＜参考：正答率※＞＜基本情報＞
項目 内容
問題名 フォルダ構成

問題の概要 フォルダ構成図から指定したフォルダを選ぶことができる。

情報活用能力の要素 基本的な操作等
解答形式 フォルダ操作（CBT特有の解答形式）

正答 「旅行」フォルダを開いた状態で「次へ」ボタンが押されてい
るもの

※ 児童生徒ごとに異なる問題
セットを出題しているため、
全児童生徒の正答率ではない。



問題調査と質問調査のクロス分析
【全校種に共通して、肯定的に回答した児童生徒の方が問題調査平均得点が高い傾向がみられた質問項目】（下のグラフ参照）

・学校以外の場所で、インターネットを使って情報を収集する。
・自分や他の人が作った作品や情報には権利があることを考えて大切にしようとする。
・コンピュータへの不正アクセス、情報の不正な取得などに関わらないようにしようとする。
・インターネットの情報は正しいものとは限らない。

【特定の校種で、肯定的に回答した児童生徒の方が問題調査平均得点が高い傾向がみられた質問項目の例】
・IDやパスワード、自分や友達の個人情報などの重要性を考えて行動しようとする。（小・中）
・コンピュータやインターネットは、将来の仕事に役立つ。（中・高）
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インターネットの情報は正しいものとは限らない。

自分や他の人が作った作品や情報には権利があることを考えて大切にしようとする。

各グラフの見方：上部帯グラフの左から質問調査に肯定的な回答を行った児童生徒の割合、下部棒グラフは質問調査への回答ごとの問題調査における得点の平均

学校以外の場所で、インターネットを使って情報を収集する。

コンピュータへの不正アクセス、情報の不正な取得などに関わらないようにしようとする。
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キーボードによる１分間あたりの文字入力数

１分間あたりの文字入力数の分布（％）

1分間あたりの文字入力数 小学校 中学校 高等学校

平均値（文字） 15.8 23.0 28.4

児童生徒のICT機器（端末）の基本的な操作等の実態を確認

 解答者数：小５（4,480人）、中２（4,837人）、高２（4,882人）
 出題文章：総文字数285文字（ひらがな、カタカナ、漢字、アルファベット等の組合せ）

※全校種に同じ課題文を出題
 入力時間：３分間

概要  キーボードによる1分間あたりの平均文字入力数は、小学校 15.8文字、
中学校 23.0文字、高等学校 28.4文字であった。

 キーボードによる1分間あたりの文字入力数が15文字未満の児童生徒
の割合は、小学校 51.2%、中学校 23.3%、高等学校 9.3%であった。

目的 結果のポイント
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